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市政一般質問

行
財
政
・
一
般

●
岩
永 

愼
太
郎 

議
員

　
市
の
将
来
都
市
像
を
コ

ン
パ
ク
ト
な
多
核
連
携
都

市
と
し
、
そ
の
主
要
箇
所

を
西
大
村
地
区
、
新
大
村

駅
周
辺
、
大
村
中
心
地
区
と
し
て
い
る

こ
と
に
相
違
な
い
か
。
ま
た
、
行
政
の

拠
点
、
都
市
機
能
の
中
心
の
位
置
は
何

よ
り
も
重
要
で
あ
り
、
百
年
に
一
度
の

大
事
業
で
あ
る
新
市
庁
舎
建
設
に
お
い

て
は
、
後
世
の
批
判
に
耐
え
う
る
選
定

を
す
べ
き
で
あ
り
、
市
民
の
声
を
聞
く

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
市
の
将
来
都
市
像
に
つ
い
て

は
、
相
違
な
い
。
ま
た
、
新
市

庁
舎
建
設
へ
の
市
民
の
声
を
聞
く
機
会
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加

え
、
４
月
の
早
い
時
期
に
新
市
庁
舎
建
設

候
補
地
に
関
す
る
説
明
会
を
市
内
８
地
区

で
開
催
し
、
市
民
の
意
見
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
こ
の
３
月
議
会
に
お
い
て
、
市
民

の
声
を
代
弁
す
る
議
員
に
よ
る
議
論
が
重

要
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
市
民
の
声
を
聞
く
こ
と
に
つ

い
て
は
、
短
期
間
で
は
あ
る
が
、
十
分
な

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

新
市
庁
舎
建
設
計
画
、

　
候
補
地
の
選
定
に
つ
い
て

答

●
水
上 

享 

議
員

　
６
月
３
日
か
ら
１
カ
月

間
、
大
村
公
園
・
大
村
神

社
周
辺
に
お
い
て
開
催
さ

れ
る
、
光
を
テ
ー
マ
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
予
算
と
し
て
約
６
，

０
０
０
万
円
、
ま
た
、
市
役
所
等
の
使
用

済
み
紙
を
色
紙
等
に
再
生
す
る
リ
サ
イ
ク

ル
製
紙
機
の
導
入
予
算
３
，
４
０
０
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
平
成
29
年
度
の
市

債
発
行
額
59
億
円
、
市
債
残
高
４
０
３
億

円
は
過
去
最
大
で
あ
り
、
市
庁
舎
建
設
が

急
務
で
あ
る
な
ら
ば
、
約
１
億
円
近
く
に

も
な
る
こ
れ
ら
の
新
規
事
業
は
中
止
し
、

基
金
に
積
み
立
て
る
べ
き
で
あ
る
。

「
花
と
歴
史
と
技
術
の
ま
ち
」

イ
ベ
ン
ト
開
催
事
業
に
つ
い
て

は
、
チ
ー
ム
ラ
ボ
に
よ
る
最
新
の
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
ト
展
を
開
催
す
る
も
の
で
あ
る
。

入
場
者
を
４
万
人
、
直
接
的
な
経
済
効
果

は
入
場
料
収
入
を
含
め
５
，
９
０
０
万
円

と
見
込
ん
で
お
り
、
本
市
に
と
っ
て
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
効
果
の
高
い
事
業

で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
ラ
ボ
！
ラ

ボ
！
コ
ラ
ボ
！！
リ
サ
イ
ク
ル
大
作
戦
に
つ

い
て
は
、
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
社
が
開
発

し
た
世
界
初
の
水
を
使
用
し
な
い
再
生
紙

製
造
機
を
九
州
で
初
め
て
導
入
す
る
も
の

で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
環
境
教

財
政
が
厳
し
い
中
で
の

　
新
規
事
業
は
や
め
る
べ
き
だ

答

●
水
上 

享 

議
員

 

市
庁
舎
建
設
候
補
地
に
つ

い
て
は
、
現
市
庁
舎
周
辺

を
最
終
候
補
地
と
し
て
提

案
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市

の
人
口
・
世
帯
総
数
の
約
６
割
を
占
め

る
西
大
村
・
竹
松
・
萱
瀬
地
区
の
中
北

部
地
域
に
建
設
す
べ
き
だ
。
空
港
、
新

幹
線
駅
、
高
速
Ｉ
Ｃ
を
縦
軸
と
し
た
都

市
機
能
を
充
実
さ
せ
、
ま
た
、
新
幹
線

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
視
野
に
入

れ
た
１
０
０
年
の
大
計
に
立
っ
て
、
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
市
庁
舎
建
設
候
補
地
の
選
定

に
当
た
っ
て
は
、
人
口
密
集
地

区
の
大
村
、
西
大
村
、
竹
松
地
区
の
民

有
地
も
含
め
、
28
カ
所
を
選
定
し
、
安

全
性
、
利
便
性
、
経
済
性
の
ほ
か
、
早

期
実
現
性
の
視
点
を
加
え
、
選
定
に

至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
人
口
密
集
地
区

で
あ
る
こ
と
と
い
う
視
点
は
、
選
定
要

因
の
う
ち
の
１
つ
で
し
か
な
い
と
思
っ

て
お
り
、
総
合
的
な
判
断
か
ら
現
地
周

辺
を
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
０
０
年
の
大
計
で

市
庁
舎
建
設
地
を
検
討
す
べ
き

答

●
村
崎 

浩
史 

議
員

　
大
村
市
は
こ
れ
ま
で
、

他
市
に
比
べ
積
極
的
に
国

際
交
流
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
園
田
市
長
も
、

中
高
生
を
対
象
と
し
た
国
際
交
流
活
動

事
業
を
こ
れ
ま
で
ど
お
り
継
続
す
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
発
展
さ
せ
る
方
向
性

で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
か
。
ま

た
、
こ
の
事
業
の
原
資
で
あ
る
国
際
交

流
基
金
の
財
務
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
今
後
、
基
金
の
財
務

状
況
が
厳
し
く
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、

市
長
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
大
き
く

評
価
し
て
お
り
、
し
っ
か
り
と
継
続
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
国
際
交
流
基
金

に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
末
の
残
高

は
約
４
，
６
０
０
万
円
に
な
る
と
見
込

ん
で
お
り
、
今
後
の
基
金
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
市
の
国
際
戦
略
の
中
で
、

し
っ
か
り
と
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
に

　
国
際
交
流
体
験
を
！

答

●
村
崎 

浩
史 

議
員

　
３
月
定
例
会
前
に
、
市

庁
舎
の
建
設
候
補
地
を
、

現
在
の
大
村
市
役
所
周
辺

と
明
言
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
最
終
的
な
市
の
方
針
で
あ
る
の

か
。
ま
た
、
最
終
決
定
ま
で
に
、
市
民

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
説
明
責
任
を

果
た
す
の
か
。
ま
た
、
最
終
決
定
は
、

５
月
上
旬
ご
ろ
に
な
る
と
思
わ
れ
る

が
、
間
違
い
な
い
か
。
ま
た
、
議
会
や

市
民
の
声
を
聞
く
中
で
、
候
補
地
が
変

わ
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

　
市
庁
舎
建
設
候
補
地
に
関
し

て
、
４
月
に
市
内
８
地
区
で
市

民
向
け
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
、

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ほ
ぼ
決
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
建
設
場
所
の
最
終

決
定
に
つ
い
て
は
、
最
短
、
最
速
で
考

え
た
場
合
、
５
月
の
臨
時
議
会
、
も
し

く
は
６
月
議
会
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
建
設
場
所
を
変
更
す
る
可
能
性

に
つ
い
て
は
、
費
用
対
効
果
な
ど
、
市

が
示
し
た
案
を
上
回
る
よ
う
な
対
案
が

示
さ
れ
な
け
れ
ば
、
こ
れ
で
決
定
と
な

る
。 市

庁
舎
建
設
の
プ
ロ
セ
ス
は
？

答

●
永
尾 

髙
宣 

議
員

　
久
原
駅
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
平
成
18
年
３
月
の

開
業
を
目
途
に
進
め
ら
れ

て
き
た
が
、
財
政
状
況
が

厳
し
く
な
っ
た
た
め
、
将
来
的
に
検
討

す
る
と
の
こ
と
で
、
事
業
が
一
時
休

止
・
凍
結
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
久
原
駅
の
設
置
は
、
地
元
住
民
の

長
年
の
悲
願
で
あ
り
、
多
く
の
市
民
の

方
々
の
期
待
も
大
き
く
、
必
要
で
あ
る

と
確
信
し
て
い
る
。
久
原
駅
を
設
置
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
尋
ね
る
。

　
久
原
駅
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
立
地
適
正
化
計
画
を
考
え
る
と
、

整
備
を
進
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
が
、
し
っ
か
り
と
説
明
す

る
た
め
の
環
境
を
つ
く
り
た
い
。

（
仮
称
）久
原
駅
の
新
設
を

　
　
　
目
指
し
て
！！

答

●
朝
長 

英
美 

議
員

　
９
種
類
あ
る
市
税
の
滞

納
金
額
と
件
数
、
そ
の
対

策
と
過
徴
収
さ
れ
た
市
税

の
処
理
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
市
庁
舎
建
設
検
討
委

員
会
は
何
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
新
市
庁
舎
以
外
の
対
応
に

関
す
る
説
明
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
市
が
所
有
す
る
使
用
し
て

い
な
い
土
地
や
施
設
の
今
後
の
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
平
成
27
年
度
決
算
に
お
け
る

市
税
滞
納
状
況
に
つ
い
て
は
、

５
万
６
，
４
６
６
件
、
８
億
７
，
３
９

３
万
４
，
０
０
０
円
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
督
促
状
の
発

送
、
差
し
押
さ
え
等
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
過
徴
収
し
た
税
に
つ
い
て
は
、

納
税
義
務
者
に
通
知
し
た
上
で
、
速
や

か
に
還
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
庁
舎

建
設
検
討
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
13
名

で
構
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
が
所
有

す
る
未
利
用
の
土
地
等
に
つ
い
て
は
、

売
却
や
利
活
用
等
を
含
め
、
説
明
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

財
政
行
政
に
つ
い
て

答

●
廣
瀬 

政
和 

議
員

　
大
村
市
は
、
多
く
の
大

型
事
業
を
推
進
し
て
い
る

中
、
先
日
、
新
市
庁
舎
建

設
の
方
針
を
発
表
し
た
。

今
後
、
市
債
の
残
高
が
増
加
し
、
基
金

が
減
少
す
る
状
況
が
続
く
た
め
、
厳
し

い
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
。
過
去
に

は
無
理
な
財
政
運
営
が
な
さ
れ
、
結
果

的
に
は
市
民
の
負
担
が
重
く
な
っ
た
と

も
聞
く
。
今
こ
そ
身
の
丈
に
合
っ
た
財

政
運
営
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
見
解
を

尋
ね
る
。　

今
後
10
年
間
、
特
に
新
幹
線

開
業
ま
で
の
５
年
間
は
投
資
が

必
要
な
時
期
と
考
え
て
お
り
、
平
成
29

年
度
当
初
予
算
は
、
総
合
計
画
や
地
方

創
生
総
合
戦
略
に
掲
げ
て
い
る
数
値
目

標
等
を
達
成
し
、
人
口
10
万
人
と
い
う

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
、
ま
さ
に
積

極
財
政
の
始
ま
り
で
あ
り
、
大
型
建
設

事
業
の
み
な
ら
ず
ソ
フ
ト
事
業
に
も
注

力
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
一
方
で
、

持
続
可
能
で
公
平
で
効
率
的
な
財
政
運

営
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

育
の
推
進
な
ど
、
市
が
進
め
る
政
策
に
資

す
る
事
業
だ
と
思
っ
て
い
る
。

今
こ
そ
身
の
丈
に
合
っ
た

財
政
運
営
を
！

答

注
７

▼
注
７
：
自
治
体
内
に
数
カ
所
の
拠
点
を
つ
く
り
、
そ
れ
ら
を
公
共
交
通
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
目
指
す
都
市


